
 
■文書館のお宝紹介①■   最も古い「三くだり半」！ 

離縁状は、江戸時代に庶民が離婚する時、夫から妻(または妻の父兄)へ交付した文書です。これを授受す

ることによってお互いに再婚することができました。 

これまで約 1000 通の離縁状を研究されてきた高木 侃
ただし

氏(専修大学法学部教授)によれば、当館寄託資料

である玉村九兵衛家の離縁状には、従来最も古いとされた 1696 年(元禄９)のものからさらに 10 年さかの

ぼる 1686 年(貞享３)の日付があり、最も古いと考えられるということです。 

今回は、この最も古いとされる「三くだり半」を紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★おしらせ★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

■９月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

      1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30     

  は休館日です 

  
文 書 館 ふ く い   平成 22 年９月発行 

ＮＯ.５   福井県文書館  
〒918-8113 福井市下馬町 51-11   電話 0776-33-8890   URL http://www.archives.pref.fukui.jp/ 

 
 

■ご利用案内■ 
開館時間 午前９時から午後５時まで 

(閲覧の申込みは午後４時 30 分まで) 
 
■フレンドリーバスをご利用ください■ 
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玉村九兵衛家･･1646年(正保３)には米ノ浦の庄屋役をつとめたことが確認できる旧家で、その後も代々村役

をつとめました。米ノ浦は越前海岸の南部に位置する漁村で、古くは干
かれ

飯浦
い う ら

と称しました。 

〈学校連携企画〉 

◎金津高校図書館連携企画◎  

「ちょっと昔の福井県－あわら市編－」 
期間：平成 22 年 9 月 1 日(水)～2 日(木)  

場所：金津高校（学校祭 1 日目・2 日目） 

 

◎武生高校図書館連携企画◎ 

 ふくいヒストリア①「昔の新聞あれこれ」 
期間：平成 22 年 9 月 3 日（金 ）～10 日（金 ）  

場所：武生高校生徒会館〈食堂〉 

〈巡回展示〉 

◎「ちょっと昔の福井県－若狭編－」◎ 
期間：平成 22 年 9 月 14 日(火)～26 日(日)  

場所：若狭図書学習センター 

１階エントランスホール 

 

玉村九兵衛家文書Ｄ0075-000171（当館寄託） 



福井県は古来より『越山若水』とよばれ、海の幸・里の幸に恵まれた食文化を築いてきました。な

かでも、江戸期から越前名産として全国に知られたのは、うに。越前海岸の浦々から「雲丹御用」と

して福井藩に納められ、将軍家や諸大名に献上されていました。いっぽう、福井を代表する味覚・越

前がにが皇室への献上品となったのは、百年前の９月のあるイベントがきっかけでした。 
今回は、献上品としても知られるうにとかにに関する資料を通して、福井の豊かな食文化の歴史を

ふりかえります。また、「実りの秋」にちなみ、福井の実りを写した広報写真もあわせて紹介します。 

 
 

 

 

 

★今月の展示★ 


